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特別支援教育 

 

協働的な学びを促す指導の工夫 
― 一人一人の「困難さ」に応じた「話す」力の育成を目指すデジタル教材の開発を通して ― 
 

三原市立深小学校 沖野 克己 

 

研究の要約 

本研究は，児童一人一人の「困難さ」に応じた「話す」力の育成を目指すデジタル教材の開発を通し

て，協働的な学びを促す指導の工夫について研究したものである。所属校は複式学級があり，学習リーダ

ーを中心に，自分たちで学習を進める授業を展開する「見守り型学習」に取り組んでいる。しかし，話合

いによる協働の場面で，自分の考えを相手に伝わるように表現することが難しい児童が多く，他者と関わ

り合いながら課題解決に向けて学びを深めることに課題がある。文献研究では，協働的な学びを促す指導

の工夫として，話合いでの「話す」力が重要であり，その育成のためには，「話す」ことにおける「困難

さ」とその要因を明らかにし，児童一人一人の「困難さ」に応じて「話す」力の育成を図る手立てを検討

し，指導を行うことが必要であると分かった。そこで，児童一人一人の「話す」ことにおける「困難さ」

を把握するチェックリストを作成し，一人一人の「困難さ」に応じた，「話す」力の育成を目指すデジタ

ル教材を開発した。 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

社会の急激な変化の中で再確認された学校の役割

や課題を踏まえ，中央教育審議会「『令和の日本型

学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可

能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学び

の実現～（答申）」（令和３年，以下「中教審（答

申）」という。）では，「2020年代を通じて実現を

目指す学校教育を『令和の日本型学校教育』とし，

その姿を『全ての子供たちの可能性を引き出す，個

別最適な学びと，協働的な学び』とした。」1)と示

されている。 

また，小学校学習指導要領（平成29年告示）解説

総則編（平成30年，以下「29年解説総則編」とい

う。）では，「学校教育には，子供たちが様々な変

化に積極的に向き合い，他者と協働して課題を解決

していくことや，様々な情報を見極め知識の概念的

な理解を実現し情報を再構成するなどして新たな価

値につなげていくこと，複雑な状況変化の中で目的

を再構築することができるようにすることが求めら

れている。」2)と示されている。 

これらのことから，子供たちが将来，様々な社会

的な変化を乗り越え，持続可能な社会の創り手とな

るために必要な資質・能力を育成する協働的な学び

の充実が求められている。 

所属校は，全校児童30名であり，第３・４学年，

第５・６学年が複式学級である。この複式学級での

授業では少人数の特性を生かし，個に応じた指導を

行いつつも，教師主導ではなく学習リーダーを中心

に自分たちで学習を進める授業を展開する「見守り

型学習」に取り組んでいる。広島大学附属東雲小学

校（2010）は「見守り型学習」について「両学年の

児童が同時に，自分たちの力で授業を進めていく姿

を見守る」3)という指導形態であると述べている。 

所属校では，教師が児童の実態を把握し，必要に

応じて授業に入り，ファシリテートしていく「見守

り型学習」を行うことで，全員が分かる喜びを実感

できる授業づくりを目指している。 

しかし，授業の中で，話合いによる協働の場面で

自由な発言が出にくく，一部の児童のみの意見で学

習が進んでしまうことが多いという実態がある。ま

た，個の児童を見ると，発表の声が小さかったり，

最後まではっきり言えなかったり，筋道立てて話せ

なかったりするなど，自分の考えを相手に伝わるよ

うに表現することが難しい児童が多く，話合いで他

者と関わり合いながら課題解決に向けて学びを深め

ることに課題がある。 

所属校のこのような実態の改善は，協働的な学び

を促す指導の充実が求められる新学習指導要領にお

ける学びにおいて急務であり，本研究の主題とし

て，その改善策を探ることとした。 
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Ⅱ 研究の基本的な考え方 

 

１ 一人一人の「困難さ」に応じた指導 

「29年解説総則編」では，「障害のある児童など

の『困難さ』に対する『指導上の工夫の意図』を理

解し，個に応じた様々な『手立て』を検討し，指導

に当たっていく必要がある。」4)と示されている。

また，「障害の種類や程度によって一律に指導内容

や指導方法が決まるわけではない。特別支援教育に

おいて大切な視点は，児童一人一人の障害の状態等

により，学習上又は生活上の困難が異なることに十

分留意し，個々の児童の障害の状態等に応じた指導

内容や指導方法の工夫を検討し，適切な指導を行う

ことである。」5)と示されている。 

例えば小学校学習指導要領（平成29年告示）解説

国語編（平成30年）では「全ての教科等において，

一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導や

支援ができるよう，障害種別の指導の工夫のみなら

ず，各教科等の学びの過程において考えられる困難

さに対する指導の工夫の意図，手立てを明確にする

ことが重要である。」6)と示されている。また「困

難さ」の例として，自分の立場以外の視点で考えた

り他者の感情を理解したりするのが困難な場合，声

を出して発表することが困難な場合等，他教科にお

いても考えられる「困難さ」が示されている。 

これらのことから，教師が児童一人一人の学習上

の「困難さ」が異なることに留意し，一人一人の

「困難さ」に応じた，様々な指導の工夫を行ってい

くことが必要であると考える。 

 

２ 個に応じた指導と協働的な学び 

「中教審（答申）」では，学校における授業づく

りにおいて「『個別最適な学び』と『協働的な学

び』を一体的に充実し，『主体的・対話的で深い学

び』の実現に向けた授業改善につなげていくことが

必要である」7)と示されている。ここでは，「個別

最適な学び」は，「『個に応じた指導』を学習者視

点から整理した概念」8)であり，「個に応じた指

導」は，「『指導の個別化』と『学習の個性化』を

教師視点から整理した概念」9)であると示されてい

る。また，ここで言う「指導の個別化」とは，「一

人一人の特性や学習進度，学習到達度等に応じ，指

導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定を行

うこと」10)であり，「学習の個性化」とは，「一人

一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を

提供することで，子供自身が学習が最適となるよう

調整する」11)ことであると示されている。 

これらのことから，協働的な学びを促すために，

教師が児童一人一人に応じた学習活動や学習課題に

取り組む機会を提供し，児童自身が課題を選択する

などして学習が最適となるよう調整する，個に応じ

た指導の充実が必要であると考える。 

 

３ 協働的な学びにおける「話す」力の必要性 

「中教審（答申）」では，「『協働的な学び』に

おいては，集団の中で個が埋没してしまうことがな

いよう，『主体的・対話的で深い学び』の実現に向

けた授業改善につなげ，子供一人一人のよい点や可

能性を生かすことで，異なる考え方が組み合わさ

り，よりよい学びを生み出していくようにすること

が大切である。『協働的な学び』において，同じ空

間で時間を共にすることで，お互いの感性や考え方

等に触れ刺激し合うことの重要性について改めて認

識する必要がある。」12)と示されており，協働的な

学びにおいて，児童一人一人が，お互いの考え方に

触れ，刺激し合うことが重要であることが分かる。 

また，多くの複式学級での学習は異学年集団のた

め教師が一方の学年で指導する「直接指導」を行っ

ている間，もう一方の学年は学習リーダーを中心に

自分たちだけの力で学習を進める「間接指導」を行

っている。北海道教育大学へき地・小規模校教育研

究センター（令和３年）は「学年別指導では，間接

指導の時間が多くなります。そのため，児童生徒だ

けで発表したり，聞いたり，話し合ったりする活動

を充実させることが深い学びにつながります。」13)

と述べており，複式学級の「間接指導」や所属校の

「見守り型学習」においても，話合いが重要である

ことが分かる。 

柏崎秀子（2016）は，「他者とコミュニケーショ

ンしながら考えを共有しつつ協働できる力」14)を育

成するためには「協働の前提として，他者に伝える

力が必要であろう。自分では理解しているとして

も，また，自分なりに思うことがあったとしても，

それを他者に的確に伝えることができなければ，

個々人の理解や思考は個々人の中で閉じたままであ

って，他者との交流そして協働には至らない。」15)

と述べている。 

これらのことから，協働的な学びを促す指導の工

夫として話合いが重要であるといえる。また，話合

いでは，自分の考えを他者に的確に伝えることが必

要となる。そのため，協働的な学びに向け，一人一

人が「話す」力を身に付ける必要があると考える。 
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４ デジタル教材の有効性 

「中教審（答申）」では，「ＩＣＴの活用と少人

数によるきめ細かな指導体制の整備により，『個に

応じた指導』を学習者視点から整理した概念である

『個別最適な学び』と，これまでも『日本型学校教

育』において重視されてきた，『協働的な学び』と

を一体的に充実することを目指している。」16)と示

されている。 

また，文部科学省「教育の情報化に関する手引

（追補版）」（令和２年）では，「ＩＣＴを活用し

て個に応じた指導の充実を図ることは，子供たちの

基礎学力の育成について課題も指摘される中，基礎

的読解力などの基盤的な学力の確実な定着に向けた

方策の一つとして有効であると考えられる。」17)と

示されている。 

山本良和（2016）は，デジタル機器が備えもつ効

果・特性として表１の９点を挙げている。 

 

表１ デジタル機器が備えもつ効果・特性 

効果・特性 使用場面を決定するときの目の付け所 

視覚化 見せる・消す 

焦点化 アップとルーズ 

共有化 写す，映す，移す，とばす 

理想化・仮想化 視点や視野を制御する 

再現性 再生する 

フィードバック・確認 重ねて，続けて再生して比較する 

繰り返し リピート 

加工 形を変える，色を変える 

試行錯誤の容易さ 書き込む，色を塗る，消す 

  

これらのことから，視覚化等のデジタル機器が備

えもつ様々な効果・特性を生かしたデジタル教材に

より，一人一人の「困難さ」に応じた指導を促すこ

とができると考える。 

よって，図１に示すように，協働的な学びを促す

ための，個に応じた指導として，一人一人の「困難

さ」に応じた「話す」力の育成を目指す，デジタル

機器を活用した教材を開発していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本研究の構想図 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

児童一人一人の「困難さ」に応じた「話す」力の

育成を目指すデジタル教材を開発し，児童が活用す

れば，協働的な学びを促すことができるだろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表２に示す。 

 

表２ 検証の視点と方法 
検証の視点 検証の方法 

Ａ デジタル教材の内容が「困難さ」に応じ
た「話す」力の育成につながっていたか 

Ｂ 教材がデジタルであることが「困難さ」
に応じた「話す」力の育成に有効にはたら
いていたか 

デジタル教材を実施
した令和３年度全・前
期教員長期研修生によ
る，アンケートの回答
の分析 

 

検証は，本研究で作成したデジタル教材を，令和

３年度全・前期長期研修生12名が実施し，５段階評

価で回答したアンケートを分析して行う。アンケー

トの質問項目を表３に示す。 

 

表３ アンケートの質問項目 
 質問項目 

「話す」力の育
成 

Ａ デジタル教材の内容が「困難さ」に応じた「話
す」力の育成につながっていたか 

デジタル教材の
活用 

Ｂ 教材がデジタルであることが，「困難さ」に応
じた「話す」力の育成に有効にはたらいていたか 

 

Ⅳ 研究の内容及び方法 

 

１ 「話すことチェックリスト」の作成 

(1) アセスメントの重要性 

海津亜希子（2019）は，アセスメントについて

「どういうところでつまずいているのか，習得して

いる力は何かなど，把握していくことが必要になっ

てきます。アセスメントとは，このようにいろいろ

な角度から情報を集めていくプロセスのことを言い

ます。」18)と述べており，さらに，「本当に必要と

している支援を届けるためにも，このようなアセス

メント（実態把握）が不可欠なのです。」19)と述べ

ている。 

このことから一人一人の「困難さ」に応じた学習

を進めるに当たって，一人一人の「話す」ことにお

ける「困難さ」についてアセスメントをし，より適

切な支援につなげることが重要であると分かる。 

また，山田充（2019）は，「特別支援教育では，

アセスメントがとても重要な課題となります。アセ

スメントをおこなわない支援は，逆に子どもを追い

込んでいきます。」20)と述べており，支援方法を考

える手順として，表４の四つの段階を示している。 

協働的な学びの促し 

個に応じた指導 

一人一人の「困難さ」に応じた 
「話す」力を育成するデジタル教材 

一人一人の「困難さ」の把握 
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表４ 支援方法を考える手順 
① 子供の状態を明らかにする 

② 子供の特徴を明らかにする 

③ 子供の状態と特徴の因果関係を明らかにする 

④ 明らかになった困難の因果関係から，対応を考えていく 

 

 これらのことから，一人一人の「困難さ」に応じ

た「話す」力の育成を目指すデジタル教材となるよ

う，「話す」ことにおける「困難さ」を明らかに

し，一人一人の「困難さ」を把握できる「話すこと

チェックリスト」を作成する。 

(2) 「話す」ことにおける「困難さ」及びその要因 

「話す」ことにおける「困難さ」について，海津

（2019）は，「子どもがつまずいている課題や，子

どもがどこまで習得しているかを把握する際の視点

を提供する一つのツール」21)として，「学習領域ス

キル別つまずきチェックリスト」を示しており，そ

の中の「国語〈Ⅱ.話す〉」において，14点挙げて

いる。西岡有香（2018）は，子供の「聞く・話す」

力を見るには，「子どもの学級での行動の様子を丁

寧に観察することが重要である」22)と述べ，観察さ

れる具体像の例として16点挙げている。 

また，竹田契一（2018）は，「具体的な困難さに

注目すると，原因が見えてきます」23)と述べ，例と

して「ひとくちに『読むこと』が苦手な子といって

も，『音韻認識』が弱いために読めないのか，『見

る力』が弱くてうまく読めないのかなど，さまざま

な原因が考えられます。」24)と述べており，児童の

「困難さ」を探るためには，その「困難さ」の要因

を考えることが重要であると分かる。 

海津（2019）は，児童の「困難さ」の要因を探る

ことの重要性について，「子どものつまずいている

要因を探っていくことは，支援をどのようにするか

を考えていく上で，非常に重要です。」25)と述べて

おり，さらに，「つまずきに一つの要因のみがかか

わっていることはむしろ少なく，実際には複数の要

因が相互に関連し合っていることが考えられます。

こうした丁寧な要因の分析が，効果的な指導を行う

ためには不可欠です」26)と述べている。また，海津

（平成16年，2019）は，「話す」ことにおける「困

難さ」の要因として，６点を挙げている。 

西岡（2018）は，「『聞く・話す』につまずきの

ある子どもの指導を適切に行うためには，そのつま

ずきの背景にある認知能力の弱さとの関連を理解し

ておくことが必要である」27)と述べ，「話す」こと

における「困難さ」の要因について，７点を挙げて

いる。これらを整理したものを表５に示す。 

表５ 「話す」ことにおける「困難さ」及びその要因 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(3) 本研究の「話す」ことにおける「困難さ」の

要因 

海津（2019）は「話す」ことにおける「困難さ」

の要因の一つに「正確に発声する力」を挙げてお

り，さらにその要因として，「『構音』に問題がみ

られる」と示している。阿部厚仁（2007）は，「構

音」について「話し言葉は，声帯がふるえて出る声

（音）を，のどから上にある発音器官を使って整え

た一音一音が並べられたものです。この声（音）を

整えるはたらきを『構音』といいます。」28)と述べ

ている。また，里見恵子（2018）は「聞く・話す」

の仕組みの中で，話し手が大脳の中で伝えたいこと

を表現する単語を選び，文を作る「言語学的段階」

と，大脳から運動神経を通じて発声発語器官に伝え

られ，発語される「生理学的段階」があると述べて

いる。よって「正確に発声する力」は生理学的段階

海津（平成16年，2019） 

 

西岡（2018） 

「困難さ」 
「困難さ」
の要因 

「困難さ」 「困難さ」の要因 

①発音しにくい
音がある ・正確に発

声する力 
①文にならず，単
語で質問に応じる 

・長期記憶(統語) 
(①のみ) 

・意欲・自信 
(①のみ) 

・注意(②のみ) 
・音韻認識 
・聴覚的短期記
憶・ワーキング
メモリー 

・長期記憶(語彙) 

②発音しにくい
ことばがある 

③話す際の抑揚
が不自然である 

・語調に関
する力 

②テレビを「テビ
レ」など，単語のな
かの音の並びを言
い間違えている 

④適切な声の大
きさや速さで話
すことができな
い 

⑤的確なことば
をみつけられな
かったり，こと
ばにつまったり
する 

・記憶力 
・文法的な
構成力 

・意味との
正確な対
応 

③えっと，あの，な
ど間投詞が多い 

・注意(③のみ) 
・意欲・自信 

(③のみ) 
・音韻認識 
・長期記憶(語彙) 

④想起できない単
語の迂回操作や説
明をする 

⑥使うことばの
数が少ない 

⑤言いたい内容と
は違う単語を使う 

・長期記憶(語彙) 

⑦あることばを
間違った意味に
おいて使うこと
がある 

⑥まとまった内容
が伝えられない 

・注意(⑥のみ) 
・聴覚的短期記
憶・ワーキング
メモリー 

・長期記憶(語彙) 
・長期記憶(統語) 
・情報を統合する
力(語用) 

・意欲・自信 

⑧「行く←→来
る」，「あげる←
→もらう」など
の混乱がみられ
る 

・状況に合
わせて表
現する力 

⑦すぐに「わから
ない」と言い黙る 

⑨主語，述語の
文が作れないな
ど，文法構造の
理解ができてい
ない 

・記憶力 
・文法的な
構成力 

・意味との
正確な対
応 

⑧話題が転々とす
る 

・聴覚的短期記
憶・ワーキング
メモリー(⑧の
み) 

・注意 

⑨思いついたこと
をすぐ口にする 

⑩「は」「を」「へ」
など，助詞を適
切に使うことが
できない 

⑩自分ばかり一方
的に話してしまう 

・長期記憶(語彙) 
(⑪のみ) 

・聴覚的短期記
憶・ワーキング
メモリー(⑫の
み) 

・注意 
・情報を統合する
力(語用) 

⑪敬語など場面に
応じた話し方がで
きない 

⑪内容をわかり
やすく伝えるこ
とができない 

・状況に合
わせて表
現する力 

⑫質問に答えず違
う話題で返す 

⑫思いつくまま
に話すなど，筋
道の通った話が
できない 

⑬その場の話題と
異なる話題で話す 

⑬その場に応じ
た話をすること
ができない 

⑭助詞を誤って使
うことが多い 

・長期記憶(語彙) 
・長期記憶(統語) 

⑮独り言を言う 
・注意 
・情報を統合する
力(語用) 

⑭ 単 語 の 羅 列
や，短い文など
内容に乏しい 

⑯聞こえに問題は
ないが，いつも大
きな声で話す 
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の問題であると考えられることから，本研究には含

めないこととする。 

また，西岡（2018）は，「『話す』力の弱さの原

因を考えるときには，発話明瞭度には問題がないこ

とを前提として，『聞く』力と同様に，①音韻認

識，②聴覚的短期記憶・ワーキングメモリー，③長

期記憶（語彙），④長期記憶（統語），⑤多様な情

報を統合する力（語用），という５つについて検討

する。」29)と述べており，本研究ではこの五つの要

因について検討する。 

これらのことから，表５の「話す」ことにおける

「困難さ」の要因と，その要因に係る内容につい

て，海津亜希子（2006），藤野博（2006），里見

（2018），森山卓郎（2021），坂爪一幸（2015）ら

の述べているものを整理し，本研究の「話す」こと

における「困難さ」の要因を表６に整理した。 

 

表６ 本研究の「話す」ことにおける「困難さ」の要因 
海津(平成16
年，2019） 

西岡
（2018） 

海津（2006），藤野（2006），里見（2018），森山（2021），坂爪（2015）らの示している，海
津（2019）・西岡（2018）の「話す」ことにおける「困難さ」の要因に係る内容 

本研究の「話す」ことにおける「困難
さ」の要因 

・語調に関
する力 

 語調 ・話すことばや文章の調子 
〇語調に関する力 
「適切な速さ・声の大きさで話す力」 

・記憶力 
 
・意味との
正確な対
応 

・音韻認識 
 
・聴覚的短
期記憶・
ワーキン
グメモリ
ー 

 
・長期記憶 
（語彙） 

記憶 
・保持される時間の長さによって，短期記憶や長期記憶という概念に分けられ
る。短期記憶に類似する概念で，ワーキングメモリー（作動記憶，作業記憶）
というものがある。 

〇語彙量 
「語と意味内容を正確に結び付けて記憶
された語彙の量」 

意味理解 
・文は語の組み合わせから，語は音の組み合わせから構成されているが，音それ
自身に意味は含まれてはいない。意味内容に結び付けられて学習されること
で，語は意味をもつ。その意味を理解すること。 

音韻認識 ・単語内の音の入れ替えや別の音への入れ替え等音韻操作ができること 

聴覚的 
短期記憶 

・聴覚的な情報を処理するまでの間，一時的に保持される記憶のこと 

ワーキング
メモリー 

・情報を一時的に保ちながら，操作するための構造や過程を指す構成概念 

語彙 ・「語の集まり」であり，言葉の『材料』，語彙は表現と理解そして思考の基盤 

語彙量 
・どれだけ多くの語彙をもっているか，言葉を理解する力や言葉で表現する力の
基本 

・文法的な
構成力 

・長期記憶 
（統語） 

文法 ・ことばを集めて句や節や文が作る際の，一定の規則 
〇文法的な構成力 
「文法に従って語を正しく配列し，わか
りやすい文をつくる力」 

・状況に合
わせて表
現する力 

・情報を統
合する力 

（語用） 
語用 

・状況に適切に言葉を使ったり，相手の言葉を状況に応じて解釈したりする。日
常生活の円滑なコミュニケーションは，言葉を状況や文脈と関係づけ，場面に
応じた表現や解釈がなされることで成り立つ。 

〇状況に合わせて表現する力 
「相手を意識し，言葉を状況や文脈と関
係づけ，場面に応じた話をする力」 

 

(4) 本研究の「話す」ことにおける「困難さ」 

本研究の「話す」ことにおける「困難さ」の要因

を基に，表５の海津（2019）及び西岡（2018）の示

す「困難さ」とのつながりを整理し，本研究の「話

す」ことにおける「困難さ」とその要因との関係を

表７に整理した。 

(5) 「話すことチェックリスト」の作成 

三宮真智子（2008）は，「一般には，自己調整学

習に役立つ程度までメタ認知能力が高まっていくの

は，小学校高学年から中学校にかけての段階と考え

られる。」30)と述べており，児童が自分の認知特性

について理解する自己理解の能力は，小学校高学年

から高まってくると考えられる。 

このことから，本研究で作成する「話すことチェ

ックリスト」は小学校第５学年及び第６学年は，児

童が自分で当てはまる項目を選択することとし，第

３学年及び第４学年は，教師が対象児童に当てはま

る項目を選択することとする。それぞれの学年に応

じてチェックリストが行えるよう，表７の「困難

さ」を把握するチェック項目の一部抜粋を表８とし

て示す。 

なお，本研究で作成するデジタル教材は，第１学

年及び第２学年ではまだ学習していない内容が含ま

れるため，第３学年以上を対象とする。 
 

表７ 本研究の「話す」ことにおける「困難さ」とその要 
因との関係 

本研究の 
「話す」ことにおける「困難さ」 

本研究の「話す」ことに 
おける「困難さ」の要因 

語
調
に
関
す
る
力 

語
彙
量 

文
法
的
な
構
成
力 

状
況
に
合
わ
せ
て

表
現
す
る
力 

⑴適切な声の大きさや速さで話すこと
が難しい 

〇    

⑵「テレビ」を「テビレ」など，単語
の中の音の並びを言い間違えることが
ある 

 〇   

⑶使う言葉の数が少なく，的確な言葉
を見付けられなかったり，言葉につま
ったりする 

 〇 〇  

⑷ある言葉を間違った意味において使
うことがある 

 〇 〇  

⑸主語，述語の文が作れないなど，文
法構造の理解ができていない 

 〇 〇  

⑹「は」「が」「を」「へ」など，助
詞を適切に使うことが難しい 

 〇 〇  

⑺内容を分かりやすく伝えることが難
しい 

  〇 〇 

⑻思いつくままに話すなど，筋道の通
った話をすることが難しい 

   〇 

⑼その場に応じた話をすることが難し
い 

   〇 

⑽単語を羅列したり，短い文で内容に
乏しい話をしたりする 

  〇 〇 
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表８「話すことチェックリスト」（一部抜粋） 

本研 究の「 話
す」ことにおける
「困難さ」 

チェック項目 

第５・６学年児童 第３・４学年担任 

⑴適切な声の大き
さや速さで話すこ
とが難しい 

①「声が小さくて聞
こえないよ」と言わ
れることがある 

①話す声が小さく
て聞き取れないこ
とがある 

②「声が大きすぎる
よ」と言われること
がある 

②話す声が大きす
ぎる 

③「話すのが速すぎ
て聞き取れないよ」
と言われることがあ
る 

③話す速さが速す
ぎて聞き取れない
ことがある 

④「話す速さが遅す
ぎるよ」と言われる
ことがある 

④話す速さが遅す
ぎる 

⑵「テレビ」を
「テビレ」など，
単語のなかの音の
並びを言い間違え
ることがある 

⑤「テレビ」を「テ
ビレ」など，言葉の
中の音のならびを言
いまちがえることが
ある 

⑤「テレビ」を
「テビレ」など，
言葉の中の音の並
びを言い間違える
ことがある 

 

２ デジタル教材の開発 

(1) デジタル教材の内容 

本研究の「話す」ことにおける「困難さ」から，

それぞれの「困難さ」を改善・克服するために必要

となる力を，表６に示した「困難さ」の要因及び表

８に示したチェック項目を基に考え，その力を付け

るためのデジタル教材を開発した。デジタル教材の

内容の一部抜粋を表９に示す。 

 

表９ デジタル教材の内容（一部抜粋） 

本研究の
「話す」こ
とにおける
「困難さ」 

本研究
の「困難
さ」を改
善・克服
するため
に必要と
なる力 

教材 

タイトル 内容 

教材ごとの
「困難さ」を
改善・克服す
るために必要
となる力 

⑴適切な声
の大きさや
速さで話す
ことが難し
い 

 内容や
場面に応
じて，声
の 大 き
さ ， 速
さ，間，
明瞭さな
どを調節
したり，
工夫した
りする力 

①同じ 
セリフ 
でも 

同 じ セ リ フ
を，相手や状況
の 違 い に 応 じ
て，言い方を変
えて表現する 

声の質（声
の大きさ，速
さ，間，明瞭
さ）を強く意
識化させ，話
す力に発展さ
せるような音
読力 

⑤大事 
なこと 
のつた 
え方 

大事なことを
上手に伝える方
法（強弱をつけ
る，間を開ける
など）を知り，
例文を読んで練
習する 

大事なこと
を上手に伝え
る 方 法 （ 強
弱，間など）
を理解し，実
践する力 

⑵ 「 テ レ
ビ」を「テ
ビ レ 」 な
ど，言葉の
中の音の並
びを言い間
違えること
がある 

音韻認
識 を 高
め，語彙
を増やす
力 

⑦しり 
とりエ 
クササ 
イズ 

自分でしりと
りをして言葉を
10個集めて，音
読する 

いろいろな
言 葉 を 集 め
て，語彙を増
やす力 

⑧一文 
字変え 
て 

言葉の一文字
を変えて，別の
言葉にする。リ
ズムよく音読す
る 

音韻認識を
高め，語彙を
増やす力 

 

デジタル教材の開発に当たり，表10に示す書籍等

を参考とした。 

表10 デジタル教材の開発の参考とした書籍 

著者名 出版年 書名 出版社 

池田修 2009 
ＮＨＫ伝える極意 達人に学ぶコミュ
ニケーション②話す極意 

汐文社 

弥延浩史 2014 
小学校国語 クラス全員が熱中する！
話す力・書く力をぐんぐん高めるレシ
ピ50 

明治図
書出版 

井上一郎 2019 
短時間で効果抜群！70のアレンジを収
録！小学校国語科話すこと・聞くこと
のエクササイズ70 

明治図
書出版 

齋藤孝 2020 
カーネギーおじさんに教わるシリーズ
③こども「話し方入門」伝わる話し方 

創元社 

溝越勇太 2018 １日５分小学校全員が話したくなる！
聞きたくなる！トークトレーニング60 

東洋館
出版社 

森篤嗣・
牛頭哲宏 2010 

ロールプレイでコミュニケーションの
達人を育てる 小学生のための会話練
習ワーク 

ココ出
版 

菊池省三
池亀葉子
ＮＰＯ法
人グラス
ルーツ 

2015 「話し合い力」を育てるコミュニケー
ションゲーム62 

中村堂 

田中和代
岩佐亜紀 

2008 

高機能自閉症・アスペルガー障害・Ａ
ＤＨＤ・ＬＤの子のＳＳＴの進め方 
―特別支援教育のためのソーシャルス
キルトレーニング（ＳＳＴ）― 

黎明書
房 

秋田喜代
美 
ほか106名 

平成 
31年 

あたらしいこくご一下 東京書
籍 

 

(2) 実践例 

「話すことチェックリスト」による「困難さ」の

選択からデジタル教材の実施までの流れを，架空の

児童「Ａ児」を設定し，実践例として表11に示す。 

〇 対 象 Ａ児（第５学年） 

〇 実 態 

発表への意欲はあるが，自分の伝えたい内容を

表す言葉が見つからず，言葉につまることが多

い。 

〇 使用する機器 

所属校児童が活用しているタブレット型端末 

「Google Chromebook」 

 
表11 実践例 

実践の流れ 提示される教材 

①Googleの「スプレッドシート」
で提示された「話すことチェック
リスト」の15項目から，自分に当
てはまるものを選ぶ。 

 

②Ａ児の「困難さ」に応じたデジ
タル教材の一覧が提示される。そ
の中から教材を選択する。 

 

③選択した教材が，Googleの「ス
ライド」で提示される。言葉の共
通点を考えたり，共通点を答える
問題を作ったりする学習をする。 

 

④「Jamboard」で，書いた言葉を
操作したり，記録として残したり
する。 

 

⑤分からない言葉は，辞書を引い
たり，タブレット型端末でインタ
ーネット検索をして調べたりす
る。 

 

⑥タブレット型端末にある「カメ
ラ機能」を活用し，発表の練習を
録画して自分の話し方を確認した
り，改善に生かしたりする。 
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Ⅴ デジタル教材の有効性についての分析，考察

及び改善点 

本研究で作成した一人一人の「困難さ」に応じた

「話す」力の育成を目指すデジタル教材について，

アンケートを用いて検証した。結果を表12に示す。 

 

表12 アンケートの結果 

デジタル教材に係る 

「話す」ことにおける「困難さ」 

質問項目において，肯定的評

価が100％であったもの：〇 

Ａデジタル教材

の内容が，「困

難さ」に応じた

「話す」力の育

成につながって

いたか 

Ｂ教材がデジタ

ルであること

が，「困難さ」

に応じた「話

す」力の育成に

有効にはたらい

ていたか 

⑴適切な声の大きさや速さで話

すことが難しい 
〇  

⑵「テレビ」を「テビレ」など
単語の中の音の並びを言い間違
えることがある 

 〇 

⑶使う言葉の数が少なく，的確
な言葉を見付けられなかった

り，言葉につまったりする 

〇 〇 

⑷ある言葉を間違った意味にお

いて使うことがある 
〇 〇 

⑸主語，述語の文が作れないな

ど，文法構造の理解ができてい
ない 

  

⑹「は」「が」「を」「へ」な
ど，助詞を適切に使うことが難
しい 

  

⑺内容を分かりやすく伝えるこ
とが難しい 

〇  

⑻思いつくままに話すなど，筋

道の通った話をすることが難し
い 

〇  

⑼その場に応じた話をすること

が難しい 
〇 〇 

⑽単語を羅列したり，短い文で
内容に乏しい話をしたりする 

〇 〇 

 

質問項目Ａの「デジタル教材の内容が，『困難

さ』に応じた『話す』力の育成につながっていた

か」では，「⑵単語の中の音の並びを言い間違える

ことがある」「⑸文法構造の理解ができていない」

「⑹助詞を適切に使うことが難しい」に対する教材

は，肯定的評価が50％以下であった。評価の理由は

「答えが分からないまま次の問題に進むことで，児

童が不安になる」「自己紹介を考える学習等で，相

手意識や目的意識をもたせた方がよい」「助詞の表

記の仕方の学習になっているので，『話す』力の育

成につながるよう内容の改善が必要」等の意見があ

り，教材の内容の改善が必要であることが分かっ

た。 

質問項目Ｂの「教材がデジタルであることが，

『困難さ』に応じた『話す』力の育成に有効にはた

らいていたか」では，「⑴適切な声の大きさや速さ

で話すことが難しい」「⑸文法構造の理解ができて

いない」「⑹助詞を適切に使うことが難しい」「⑺

分かりやすく伝えることが難しい」「⑻筋道の通っ

た話をすることが難しい」に対する教材は，肯定的

な評価が50％以下であった。評価の理由は，「カメ

ラ機能で撮影した動画を教師や他の児童に評価して

もらい，客観的に振り返ることが必要」「タブレッ

ト型端末にあるタイマー機能を活用するとよい」

「書く活動が多いので，タブレット型端末を操作す

る活動をもっと増やした方がよい」「表示される文

字の量が多く，読んで理解するのに時間が掛かる」

等の意見があり，デジタル機器が備えもつ効果・特

性を更に生かすことが必要であると分かった。 

そこで，令和３年度全・前期教員長期研修生から

の評価を参考に，デジタル教材の改善を行った。改

善の一部を表13に示す。 

 

表13 デジタル教材の改善点（一部） 

質問 

項目 
改善点 改善前 改善後 

Ａ
デ
ジ
タ
ル
教
材
の
内
容
が
、
「
困
難
さ
」
に
応
じ
た
「
話

す
」
力
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
た
か 

問題の答え

の提示方法 

問題の答えを，最後

のスライドにまとめ

て提示 

１問ずつ，次のスライ

ドに答えを提示 

目的意識・

相手意識を

もたせる 

自己紹介の内容を考

える学習 

 

〇自己紹介の準備を

しましょう。 

新入生に向けて，分か

りやすい自己紹介を考

える学習 

 
来年新しく入る１年生
に，自己紹介をしま
す。その準備をしまし
ょう。 

「話す」力

の育成につ

なげる 

助詞の表記の学習 

 

「え」「へ」どちら
が入るでしょうか。 
「○き○，行きま
す。」 

どの助詞が入るかを選

ぶ学習 

「は」「を」「へ」ど

れが入るでしょうか。 
「 え き ○ ， 行 き ま
す。」 

Ｂ
教
材
が
デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
こ
と
が
、
「
困
難
さ
」
に
応
じ
た
「
話
す
」

力
の
育
成
に
有
効
に
は
た
ら
い
て
い
た
か 

カメラ機能

で撮影した

動画の有効

活用 

自分の話す姿を録画

して，自分で確認す

る 

録画したものを教師に

提出して，評価を受け

たり，テレビ画面に転

送して，児童同士で比

べて，評価し合ったり

する 

タイマー機

能の活用 

教室の時計やストッ

プウォッチ等で，時

間を測って音読する 

タブレット型端末にあ

るタイマー機能で，時

間を設定して音読する 

タブレット

型端末の操

作の機会を

増やす 

ノートに書いて学習

する 

☆作った文を，ノー

トなどに書いて，気

持ちをこめて，３回

読みましょう。 

Jamboardで，選択肢を

操作して学習する 

表示される

文字を減ら

す 
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Ⅵ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

〇 本研究で設定した，「話す」ことにおける「困

難さ」及びその要因を基に作成した「話すことチ

ェックリスト」を用いて，一人一人の「困難さ」

に応じた「話す」力の育成を目指すデジタル教材

を開発することができた。 

〇 デジタル教材の有効性について検証し，令和３

年度全・前期教員長期研修生からの評価を参考

に，デジタル教材の改善を行うことができた。 

 

２ 研究の課題 

〇 本研究では，所属校での実践及び検証が実施で

きなかったため，デジタル教材を，実際に児童を

対象に実践し，検証，改善していく必要がある。 

〇 本研究では，「話す」力の育成についての研究

にとどまり，話合いによる協働的な学びにどのよ

うに生かされるのかについての研究に至らなかっ

た。今後，教材を通して身に付けた「話す」力を

授業の中の，話合いによる協働的な学びに有効に

活用するため，研究を継続していく。 
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